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・�

林
道
事
業
費
に
土
地
購
入
費
と
し
て
２
５
０
万
円
が
計
上

さ
れ
た
が
、
算
出
根
拠
と
す
る
面
積
は
。
…
濱
岡
裕
之

＊
約
２
．５
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
算
出
基
礎
と
し
て
い
ま
す
。

・�

今
回
、
立
岡
城
跡
を
町
指
定
文
化
財
と
す
る
補
助
金
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
他
に
も
町
内
に
は
、
中
世
の
城
館
跡

が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
。
全
体
的
な
整
備
計
画
は
あ
る

の
か
。
…
岡
村
広
彦

＊
関
係
機
関
と
情
報
の
保
存
に
努
め
て
い
ま
す
。

・��

立
岡
城
跡
看
板
設
置
費
用
49
万
円
の
詳
細
説
明
を
求
め

る
。
…
濱
岡
裕
之

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）】

・�

全
体
予
算
約
40
億
円
に
対
し
て
、
今
回
、
最
終
確
定
額
と

し
て
地
方
交
付
税
１
億
４
２
９
１
万
円
余
が
専
決
処
分
さ

れ
た
。
交
付
税
の
見
通
し
内
容
を
聞
く
。
…
委
員
長

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・�

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
支
援
交
付
金
２
２
２
万
９
千

円
を
財
政
調
整
基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
予
算
と
な
っ
て

い
る
が
使
途
に
対
す
る
制
約
は
な
い
の
か
。
…
委
員
長

・�

サ
ミ
ッ
ト
関
連
予
算
と
し
て
度
会
の
特
産
物
で
あ
る
コ

メ
、
茶
を
提
供
す
る
50
万
円
が
不
要
と
な
っ
た
旨
報
告
さ

れ
た
が
、
今
回
の
補
正
予
算
と
の
関
連
は
。
…
岡
村
広
彦

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・�

農
業
振
興
費
に
計
上
さ
れ
る
「
手
も
み
茶
Ｐ
Ｒ
補
助
金

12
万
円
の
減
額
」
に
対
す
る
経
緯
を
問
う
。
…
福
井
秀
治

＊�

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事
業
と
し
て
予
算
の
組
み
替
え
を
行
う

も
の
で
す
。

○�

一
般
会
計
補
正
…
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
屋
根
改
修
等
に

５
７
０
０
万
円
、
町
道
改
良
費
に
３
０
０
０
万
円
を
追
加
。

○�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
（
１
名
）
に
伴
い
、
新
た

に
福
岡
昌
子
さ
ん
（
和
井
野
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
た
。

＊
詳
細
は
、
広
報
わ
た
ら
い
７
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
案
に
対
す
る
質
疑

総
務
課
関
係

総
務
課
関
係

産
業
振
興
課
関
係

教
育
委
員
会
関
係

昼
下
が
り
、
セ
ミ
の
声
を
か
き
消
し
響

く
子
ら
の
会
話
に
安
ら
ぎ

―
夜
更
け
、

北
の
空
を
見
上
げ
カ
シ
オ
ペ
ア
座
に
憩

う
。

―
盛
夏
、
頭
を
垂
れ
る
稲
穂
に

豊
か
な
実
り
を
予
感
し
ま
す
。
…
子
供

た
ち
に
楽
し
い
夏
を
！

広
報
委
員

　

登
、溝
口
、若
宮
、西
井
、舟
瀬
、木
本

予
算
決
算
常
任
委
員
会

　

 

委
員
長 

登
喜
三
雄　

副
委
員
長 

若
宮
淳
也

　

 

委
員 

議
長
を
除
く
ほ
か
全
議
員

　

③
実
績
な
し
、
補
助
金
上
限
30
万
円
。

●
大
災
害
後
の
町
の
対
応
に
つい
て
…
町
長
あ
て

質
問
ひ
と
た
び
大
災
害
が
発
生
す
る
と
、
一
瞬
で
大
切
な

住
居
や
家
族
を
失
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
両
面
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
町
の
考

え
方
を
伺
い
ま
す
。

①�

町
内
の
避
難
場
所

②�

町
の
復
興
計
画
（
震
災
、
風
水
害
対
策
共
通
）

③�

中
長
期
の
復
興
で
は
な
い
、
直
後
の
対
応

④�

災
害
時
、
避
難
先
で
の
動
物
救
護
活
動
や
三
重
県
獣
医
師

会
と
の
協
定
に
つ
い
て

⑤�

避
難
所
で
の
実
際
の
避
難
模
擬
体
験
な
ど
（
１
泊
２
日
程

度
）
の
実
施
等
に
つ
い
て
の
考
え
の
有
無

⑥�

そ
の
他
、
緊
急
時
用
浄
水
装
置
や
簡
易
間
仕
切
り
、
ト
イ

レ
対
策
等
に
つ
い
て

　

�

答
弁
①
指
定
緊
急
避
難
場
所
は
19
か
所
を
指
定
。

　

②
災
害
基
本
法
に
基
づ
く
防
災
計
画
を
策
定
。

　

③
災
害
直
後
の
「
職
員
行
動
計
画
」
を
策
定
。

　

④
動
物
と
の
同
時
避
難
は
、
課
題
も
多
い
た
め
、
検
討
中
。

　

⑤
今
後
モ
デ
ル
地
区
で
避
難
の
模
擬
訓
練
を
検
討
す
る
。

　

⑥�

簡
易
ト
イ
レ
、
間
仕
切
り
、
毛
布
等
は
あ
る
程
度
配
備
済
み
。

今
年
度
か
ら
、
お
む
つ
、
ミ
ル
ク
、
生
理
用
品
な
ど
の
備

蓄
を
開
始
。

●�

里
山
の
文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
（
８
月
11

日
、
初
め
て
の
山
の
日
に
行
動
を
起
こ
そ
う
）
…
町
長
あ
て

質
問
今
年
か
ら
８
月
11
日
が
、
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
山

の
恩
恵
に
感
謝
す
る
…
「
山
の
日
」
と
し
て
国
民
の
祝
日
と
な

り
ま
す
。
町
面
積
の
約
85
％
１
１
４
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な

山
林
は
、
古
来
度
会
町
の
人
々
の
暮
ら
し
に
恩
恵
を
授
け
て
く

れ
ま
し
た
。都
市
文
明
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
現
代
社
会
の
一
方
、

人
は
自
然
に
包
ま
れ
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
精
神
文
明

が
あ
り
ま
す
。
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
一
面
に
も
海
と
森
を
大

切
に
し
て
暮
ら
す
我
が
国
の
背
景
が
示
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
い

ま
し
た
。
初
め
て
の
山
の
日
の
施
行
を
目
前
に
し
て
、
里
山
の

文
化
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
等
に
つ
い
て
、
提
言
を
交
え
な

が
ら
町
長
の
森
林
行
政
に
対
す
る
信
条
を
尋
ね
ま
す
。

●
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
…
町
長
あ
て

質
問
４
月
14
日
に
熊
本
、
大
分
両
県

で
発
生
し
た
大
災
害
の
記
憶
が
鮮
明
な

今
、
次
の
項
目
に
対
し
て
町
の
考
え
等
を
伺
い
ま
す
。

①�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
旧
耐
震
基
準
の

住
宅
に
対
す
る
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改
修
の
補
助
事
業

の
内
容

②�

耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
昨
年
度

ま
で
の
10
年
間
の
実
績
件
数
に
つ
い
て

③�

木
造
住
宅
簡
易
耐
震
補
強
工
事
の
補
助
内
容
と
実
績
に
つ

い
て

　

�

答
弁
①
耐
震
診
断
は
無
料
。
耐
震
補
強
に
伴
う
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
に
つ
い
て
、
設
計
に
応
じ
て
補
助
金
上
限
20
万
円
を
交
付
。

　

②
耐
震
診
断
35
件
、
耐
震
設
計
４
件
、
リ
フ
ォ
ー
ム
４
件

  

濱
岡 

裕
之

 

一 

般 

質 

問　
（
要
約
）

6
月
16
日

 

会
期
中
の
町
内
視
察
（
全
議
員
）…
6
月
10
日

 

会
期
中
の
委
員
会
視
察
　
　
○
副
委
員
長

★総務教育常任委員会
 　パン食（296円）…なかなかのボリューム

★風力発電建設現場確認
　 送電線網もモノレールで

裏
面
に
つ
づ
く

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
９
３
２
１
万
４
千
円
を
追
加
、
そ
の
他
条
例
改
正
２
議

案
、
専
決
処
分
の
承
認
な
ど
計
８
議
案
を
可
決
・
承
認
・
同
意
し
た
。
ま
た
議
員
発
議
（
議
会

委
員
会
条
例
の
改
正
）
を
可
決
。

★
風
力
発
電
建
設
現
場
確
認

★
総
務
教
育
常
任
委
員
会

　�

（
○
西
井
仁
司
、
登
喜
三
雄
、
濱
岡
裕
之
、
福
井
秀
治
）

…
６
月
９
日

・�

学
校
給
食
…
中
学
校
（
試
食
）

  

登 

喜
三
雄
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①�

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
適
地
が
随
所
に
あ
る
。
里
山
を
生
か
す
夢

と
目
標
に
な
ら
な
い
か
。
…
議
会
活
動
と
し
て
丸
山
千
枚
田

を
視
察
す
る
機
会
を
得
た
。「
野の

面づ
ら

石
積
み
」
に
よ
り
急

傾
斜
地
の
水
田
が
見
事
に
保
全
さ
れ
て
い
た
。
さ
て
度
会
町

に
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
「
野
面
石
積
み
」
に
よ
る
“
田
荒
れ
”

が
存
在
す
る
。
か
の
地
は
、
き
れ
い
な
谷
水
の
流
れ
と
と
も

に
あ
り
、
や
さ
し
く
豊
か
な
森
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
今
注
目
を
浴
び
て
い
る
「
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
」
の
適
地
と
考
え
る
。
都
市
住
民

の
誘
客
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
と
し
て
は
い
か
が
か
。

＊�

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
…
自
然
に
囲
ま
れ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

中
に
、
ぜ
い
た
く
で
快
適
な
宿
泊
施
設
を
用
意
し
て

野
営
す
る
こ
と
。
豪
華
な
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
。

②�

里
山
文
化
か
ら
創
意
を
誘
う
「
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
開
催
…
過
日
、
大
内
正
伸
の
書
籍
を
目
に
し
た
。
ま
た
、

有
志
議
員
で
度
会
南
島
境
の
尾
根
に
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
探
訪

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
大
内
氏
は
、「
巻
き
枯
ら
し
」「
ト

チ
カ
ン
集
材
」「
蟻
桟
テ
ー
ブ
ル
」
な
ど
忘
れ
か
け
失
わ
れ

よ
う
と
す
る
里
山
文
化
の
色
々
を
紹
介
し
て
い
る
。
20
人

ほ
ど
の
山
ガ
ー
ル
と
遭
遇
し
な
が
ら
の
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の

群
落
は
見
も
の
で
あ
っ
た
。
…
釈
迦
岳
か
ら
七
洞
岳
、
獅

子
ヶ
岳
へ
と
続
く
稜
線
と
太
平
洋
を
眼
下
に
す
る
眺
望
に

癒
さ
れ
た
。
他
に
も
小
水
力
・
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
里

山
の
魅
力
や
財
産
を
発
掘
、
発
信
す
る
場
と
し
て
、
町
長

の
基
調
講
演
に
続
く
、
専
門
的
な
パ
ネ
リ
ス
ト
を
招
い
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
通
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
創
意

を
誘
っ
て
み
て
は
い
か
が
か
。

③�

自
然
災
害
に
よ
る
林
道
・
作
業
道
を
含
め
、
広
く
治
山
事
業

の
受
益
者
負
担
割
合
の
軽
減
…
去
る
４
月
、
突
発
的
な
雨

と
風
に
よ
り
中
川
神
社
沿
い
の
山
腹
が
崩
落
し
、
麻
加
江
池

の
余
水
吐
け
河
道
に
土
砂
が
こ
ぼ
れ
か
か
っ
た
。
放
置
す
れ

ば
た
め
池
の
越
流
、
町
道
の
損
壊
等
、
２
次
災
害
の
危
険
性

が
増
大
す
る
。
こ
の
事
例
に
た
が
わ
ず
災
害
時
の
治
山
復
旧

事
業
に
対
し
て
受
益
者
負
担
が
重
く
の
し
か
か
り
、
負
担
に

耐
え
切
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
現
行
の
50
％
補
助
の
制
度

か
ら
町
が
大
半
を
負
担
し
、
受
益
者
の
負
担
を
大
幅
に
軽

減
す
る
よ
う
提
言
し
ま
す
。「
み
え
森
と
緑
の
県
民
税
を
原

資
と
す
る
町
の
基
金
…
27
年
度
末
２
０
０
万
円
」
の
活
用
を

は
じ
め
、広
く
治
山
事
業
に
つい
て
の
町
長
の
考
え
を
尋
ね
る
。

　

�

答
弁
①
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
、
時
代
の
先
取
り
的
な
も
の
で

当
面
、
町
活
性
化
施
策
の
範
疇
に
な
い
。
む
し
ろ
一
般
的
で

ア
ウ
ト
ド
ア
的
な
も
の
を
重
視
し
て
い
き
た
い
。

　

②�

地
域
の
要
望
が
高
ま
れ
ば
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
向

け
て
努
力
。

　

③�

林
道
等
の
維
持
管
理
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
、
積
極

的
に
検
討
す
る
。

●
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
に
つ
い
て
…
町
長
あ
て

質
問
①
複
合
型
遊
具
等
の
導
入
に
つ
い
て
…
宮
リ
バ
ー
度

会
パ
ー
ク
は
、
町
民
や
町
外
の
住
民
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る

が
今
後
、
よ
り
子
供
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
遊
び
、
親
子
が
触

れ
合
う
場
に
し
て
い
く
た
め
、
ま
た
町
外
か
ら
の
集
客
を
増

や
す
た
め
に
複
合
型
遊
具
や
大
型
遊
具
の
設
置
を
考
え
て
み

て
は
ど
う
か
。
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

②�

ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
…
高
齢
者
の
方
た
ち
も

健
康
づ
く
り
や
憩
い
の
場
と
し
て
、
宮
リ
バ
ー
度
会
パ
ー
ク
を

活
用
す
る
。
ま
た
孫
を
連
れ
て
公
園
を
訪
れ
る
高
齢
者
の
方

も
多
い
。
公
園
内
の
ト
イ
レ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
、
高

齢
者
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
ト
イ
レ

に
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
町
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

�

答
弁
①
バ
ザ
ー
ル
わ
た
ら
い
等
、
既
存
施
設
と
の
効
果
的

な
結
び
つ
き
が
行
え
る
よ
う
、
再
建
計
画
を
検
討
中
。

　

②�

第
４
駐
車
場
、
ス
テ
ー
ジ
裏
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
も
済
ま
せ
ま
し
た
。

●�

防
犯
・
防
災
体
制
の
強
化
と
監
視
カ
メ
ラ
等
の
設
置
に

つ
い
て
…
町
長
あ
て

質
問
先
般
、
南
伊
勢
高
校
度
会
校

舎
付
近
で
不
審
者
情
報
が
あ
り
、
特

に
子
供
た
ち
を
育
て
る
親
を
は
じ
め

町
民
は
不
安
を
感
じ
て
い
る
。
町
と
し
て
、
防
犯
体
制
を
さ
ら

に
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連

し
て
、
町
の
主
要
な
と
こ
ろ
に
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
加
え
て
、
こ
れ
か
ら
大
規
模
な
地
震
や

地
震
に
よ
る
２
次
災
害
の
状
況
把
握
、
台
風
等
の
季
節
に

入
っ
て
く
る
の
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
情
報
の
把
握
を
含

  

若
宮 

淳
也

め
、
防
犯
防
災
と
い
っ
た
視
点
か
ら
も
カ
メ
ラ
の
設
置
は
早
急

に
対
応
す
べ
き
問
題
で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
度
会
町
は
開
発

さ
れ
新
し
く
住
宅
が
建
て
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
は
、
街
灯
さ
え

も
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
カ
メ
ラ
の
設
置
が
難
し
い
場
合
で

も
、
街
灯
の
設
置
な
ど
は
考
え
ら
れ
な
い
の
か
。
町
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

　

�

答
弁
河
川
の
水
位
の
監
視
等
防
災
対
策
と
し
て
の
カ
メ
ラ

の
設
置
は
国
、
県
へ
要
望
書
を
提
出
中
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
運
用
制
度
を
定
め
、
モ
デ
ル
的
に
１
基
の
設

置
を
目
指
し
た
い
。
街
路
灯
に
つ
い
て
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
等
の
設
置

を
補
助
事
業
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
１
７
３
台
、

本
年
度
は
現
在
92
台
を
事
業
認
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

○
５
月
13
日
―
度
会
町
名
所
・
旧
跡
視
察
（
宮
川
流
域
編
）

・�

度
会
町
地
域
資
源
を
守
る
会
会
長
・
橋
本
丈
男
さ
ん
と
共
に

○
５
月
20
日
―
議
員
懇
談
会

・
人
事
案
件
事
前
調
整
（
教
育
委
員
会
関
係
）

・�

サ
ミ
ッ
ト
関
連
（
報
告
）
…
度
会
町
提
供
提
案
品
（
茶
、

米
）
辞
退

○
６
月
１
日
―
議
会
運
営
委
員
会
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

・�

第
２
回
定
例
会
の
会
期
・日
程
協
議
／
議
会
放
映
日
等
協
議

○
６
月
16
日
―
議
員
懇
談
会

・
遺
跡
展
示
室
開
催
の
お
知
ら
せ
…
７
月
24
日

・
給
食
セ
ン
タ
ー
水
道
水
鉄
さ
び
等
の
混
入
…
対
応
顛
末

・�

道
の
駅
構
想
の
今
後
（
報
告
）
…
関
係
機
関
（
県
土
整
備

部
等
）
と
の
協
議
予
定

○
７
月
20
日
―
議
員
懇
談
会

・
遊
水
プ
ー
ル
「
鏡
」
の
防
犯
対
策
（
報
告
）

・
基
金
運
用
の
見
直
し
方
針
（
報
告
）
等

 

議
会
の
記
録
…
概
況
（
28
年
５
月
～
７
月
）

 

閉
会
中
の
視
察
研
修

★�

福
井
県
永
平
寺
町 

志
比
南
小
学
校
…
６
月
23
日

 　

�

学
力
向
上
の
た
め
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
研
修
。

 　

�

故
郷
を
誇
り
に
思
え
る
、
魅

力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指

し
て
「
礼
の
心
」
を
重
ん

じ
、
夢
や
希
望
を
も
っ
て
粘

り
強
く
学
び
、
行
動
力
の
あ

る
児
童
生
徒
の
育
成
を
目
標

に
…
校
門
で
の
礼
、
授
業
始

め
の
黙
想
、
毎
日
15
分
の
無
言
拭
き
清
掃
、
感
謝
し
て

の
無
言
給
食
な
ど
に
よ
り
、「
豊
か
な
心
」「
確
か
な
学
力
」

「
健
や
か
な
体
」を
努
力
事
項
と
し
て
い
る
。

★
宮
川
水
系
ダ
ム
施
設
等
視
察
研
修
…
７
月
15
日

 　

�

日
本
に
誇
る
宮
川
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
こ
の
時
期

の
水
量
、
水
質
を
検
証
す
る
た
め
、
水
系
の
全
体
像
を

視
察
研
修
し
た
。

出前授業（屏風絵を見ての発想…感じる力で
人は、育つ）

宮川ダム…昭和32年完成（築約59年）、維持放流：
0.5トン毎秒、宮川第1・第2発電所へ24トン毎秒を放
流…通常時、直下に、もはや川はない。

三瀬谷ダム…昭和42年当初は発電と工業用水の
多目的ダムとして建設されたが、現在は発電専用。

滝原堰堤…昭和29年完成、大内山川から取水、長ヶ
発電所へ。

宮川第2発電所…昭和33年運転開始、最大使用
水量24トン毎秒を三浦湾に直接放流している。

参
加
式
典
等

５
月
28
日　

戦
没
者
追
悼
式

５
月
28
日　

商
工
会
通
常
総
会

６
月
４
日　

度
会
中
学
校
体
育
祭


